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＜３点＞ 

・(1，2)と(2，4)と(3，6) 

・(-1，-2)と(0，0)と(1，2) 

＜２点＞ 

・(1，2)と(2，4) 

・(-4，-8)と(4，8) 

・(0，0)と(1，2) 

・(0，0)と(4，8) 

＜１点＞ 

・(1，2) 

⇒１点を通る直線は何本もある 

関数 � � 1/4� のグラフをか

きなさい。 

(4)「どの２点がよりよいだろう  （図１） 

か」と発問し，能率的な比例の 

グラフのかき方を考えさせる。 

グラフのかき方を比較しながら 

考えさせるためにグラフ用紙を 

配付し，さまざまな２点を選び 

比例のグラフをかかせる。 

(5)よりよいと考えた理由を発表 

させる。「遠い２点を結ぶとグ 

ラフが正確になるから � の値 

が正の数と負の数のときを考え 

る」「１点を考えるだけでいい 

から原点とほかの１点を選んで 

結べばよい」などの考えが出る 

ので，全体で確認しながらより 

能率的な比例のグラフのかき方の理解を深める。 

(6)ここまでのまとめとして，グラフが通る点を２点とれば比例のグラ

フがかけるが，探す点は１点でよいことを確認する。比例のグラフを

かくには，原点のほかにグラフが通る点を１点とり，その点と原点を

通る直線をひけばよいことをおさえていく。 

(7)２つ目の問題として，右のよ 

うな問題を考えさせる。� � 1  

のとき，� � 1/4 となり，点が 

とりづらくつまずいている人の 

考えを取り上げ，比例定数が分数になる場合のグラフのかき方を確認

していく。原点のほかの１点は � と � の値が両方とも整数になる点

をとるとグラフがかきやすいことに気付かせる。 

(8)教科書で，本時の学習に関する内容をもう一度振り返る。ここでは，

２点を結ぶ比例のグラフのかき方を確認し，定着として比例定数が負

の数や分数，小数の場合の練習問題を行う。 

 

文責 河野郁実（豊富町立兜沼中学校）2017.8 


